
１
小
貫
の
報
告
に
見
ら
れ
る
被
接
種
者（

１
）
Ｉ
（
、
）

中
川
五
郎
治
の
種
痘
法
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
種
を
論
じ
ら
れ
て
来
た
が
、
未
だ
不
詳
の
点
も
多
い
。

（
翅
）

そ
の
一
つ
に
中
川
五
郎
治
が
果
し
て
何
人
に
種
痘
を
実
施
し
た
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
三
宅
春
令
の
「
補
憾
録
」
に
よ
れ
ば
、
五
郎
治

は
一
日
八
百
人
に
施
し
た
と
い
う
が
、
接
種
に
用
い
た
痘
漿
の
供
給
面
な
ど
を
考
慮
す
る
時
、
こ
れ
を
直
ち
に
信
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

五
郎
治
の
種
痘
は
、
終
局
的
に
は
彼
か
ら
種
痘
を
受
け
た
者
が
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
幼
時
五
郎
治
か
ら
接
種
を

受
け
、
長
じ
て
種
痘
術
の
伝
授
を
受
け
た
函
館
の
白
鳥
雄
蔵
を
除
外
す
る
と
わ
ず
か
に
数
名
が
知
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
は
函
館
県
の
衛
生
係
小
貫
庸
徳
が
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
種
痘
の
事
蹟
に
つ
い
て
管
内
を
巡
回
し
て
実
施
に
調
査
し
た
報
告
に
基
づ

彼
は
五
郎
治
か
ら
種
痘
を
受
け
た
経
験
を
有
す
る
生
存
者
に
会
っ
て
、
五
郎
治
の
種
痘
術
の
実
際
に
つ
い
て
尋
ね
た
が
、
明
治
十
八
年
当
時

生
存
し
て
い
た
人
は
左
記
の
如
く
で
あ
っ
た
。

い
て
い
る
。

中
川
五
郎
治
の
種
痘
法
の
研
究

Ｉ
新
た
に
発
見
さ
れ
た
被
接
種
者
Ｉ

郡
稚
率
極
嘩
黙
認
壁
一
汁
恥
巻
癖
需
昭
和
五
十
七
年
三
月
二
十
日
受
付

松
木
明
知

n戸

、｡ （35）



松
前
郡
福
山
村
田
小
藤
太
六
十
三
歳

小
山
安
之
五
十
二
歳

坂
口
善
右
衛
門
六
十
三
歳

同
郡
江
良
村
畑
谷
宇
兵
衛
七
十
歳

檜
山
郡
小
砂
子
村
小
山
八
百
里
五
十
九
歳

同
郡
江
差
尾
山
徹
三
五
十
歳

函
館
大
町
田
中
い
く
七
十
二
歳

右
の
人
物
の
中
、
筆
者
が
昭
和
四
十
八
年
に
松
前
町
役
場
な
ど
の
御
好
意
に
よ
り
入
手
出
来
た
の
は
、
尾
山
徹
三
と
畑
谷
享
兵
衛
の
子
為
蔵

の
除
籍
簿
の
み
で
、
そ
れ
に
記
さ
れ
た
生
年
月
日
と
残
年
月
日
を
記
し
て
お
く
。

尾
山
徹
三
に
つ
い
て
は
、
天
保
七
年
（
一
八
一
三
ハ
）
九
月
十
二
日
生
れ
で
、
松
前
郡
馬
形
下
町
の
士
族
尾
山
多
左
衛
門
の
二
男
で
あ
っ
た
。
本

籍
地
は
江
差
上
野
の
二
十
九
番
地
で
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
九
月
十
日
に
死
亡
し
た
。

妻
ソ
ノ
は
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
三
月
（
日
付
不
詳
）
生
れ
で
、
尾
山
夫
妻
に
は
実
子
が
い
な
か
っ
た
ら
し
く
養
女
を
迎
え
て
い
る
。

も
う
一
人
畑
谷
宇
兵
衛
も
実
子
は
い
な
か
っ
た
ら
し
く
、
為
蔵
を
養
子
に
迎
え
て
い
る
が
、
宇
兵
衛
自
身
の
生
喪
年
月
は
不
明
で
あ
る
。
為

蔵
が
相
続
し
た
の
は
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
一
月
十
六
日
で
、
常
識
的
に
は
こ
の
日
宇
兵
衛
が
死
亡
し
為
蔵
が
相
続
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

宇
兵
衛
の
妻
フ
サ
は
、
天
保
三
年
Ｌ

右
の
う
ち
田
中
い
く
は
十
一
歳
の
峠

に
種
痘
を
受
け
た
こ
と
に
な
り
、
》
榿

馬
の
妻
の
二
人
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。

フ

刀。
○

天
保
三
年
十
月
十
一
日
生
ま
れ
で
松
前
郡
福
山
博
知
石
町
の
長
内
喜
六
の
長
女
で
あ
っ
た
。

十
一
歳
の
時
に
五
郎
治
か
ら
種
痘
を
受
け
た
と
言
う
。
こ
れ
か
ら
逆
算
し
て
田
中
い
く
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）

（
３
）

な
り
、
こ
れ
が
現
在
知
ら
れ
る
種
痘
実
施
の
上
限
の
根
拠
で
も
あ
る
。
こ
の
他
関
場
不
二
彦
は
新
井
田
等
と
飛
内
策
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２
菊
地
の
報
告
に
見
ら
れ
る
被
接
種
者

今
回
筆
者
は
、
菊
地
武
文
が
明
治
十
五
年
に
青
森
県
内
に
在
住
す
る
中
川
五
郎
治
か
ら
種
痘
法
の
接
種
を
受
け
た
者
の
調
査
を
し
て
い
る
論

文
を
発
見
し
た
。
こ
れ
は
「
文
政
年
間
ノ
種
痘
家
」
と
題
す
る
報
告
で
、
従
来
全
く
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
短
い
論
文
で
あ
る

か
ら
左
に
全
文
を
引
用
す
る
。

貴
祗
新
誌
第
二
百
十
六
號
及
二
百
廿
號
二
於
テ
種
痘
始
祖
云
食
一
讃
予
頃
日
聞
ク
所
ノ
ー
話
ア
リ
記
〆
貴
祗
二
投
ス

松
前
福
山
ノ
産
漁
業
中
川
五
郎
治
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
一
日
本
業
ヲ
務
ム
ル
ノ
際
偶
暴
風
一
一
遭
遇
シ
魯
國
二
漂
着
セ
ラ
レ
辛
フ
シ
テ
性
命
ヲ
全
フ

ス
ル
ヲ
得
タ
リ
而
該
地
二
留
マ
ル
可
若
干
年
當
時
魯
國
政
府
〈
既
二
種
痘
術
ヲ
英
国
ニ
求
メ
之
ヲ
人
民
二
種
接
ス
ル
ニ
果
〆
鴻
益
ア
ル
ヲ
以

テ
英
国
二
謝
ス
ル
’
一
数
萬
元
ヲ
以
テ
セ
リ
ト
恰
モ
好
シ
中
川
氏
此
時
二
於
テ
刻
苦
勉
勵
遂
一
一
該
術
ヲ
習
傳
ス
ル
ヲ
得
帰
朝
ノ
日
二
臨
ミ
痘
苗

ヲ
携
へ
来
リ
故
国
ノ
児
女
二
種
接
シ
爾
后
連
綿
施
術
其
苗
絶
セ
ス
文
政
七
年
堤
汗
錘
暉
二
軒
麺
《
琴
圭
一
娠
惟
垂
幸
一
ル
キ
天
保
六
年
同
十
三
年
ノ

如
キ
悪
痘
流
行
ノ
際
益
奮
勵
此
術
二
従
事
シ
為
二
惨
毒
ヲ
免
カ
ル
上
モ
ノ
頗
ル
多
ク
姜
二
於
テ
中
川
氏
ノ
名
聲
遠
近
二
著
ル
上
ト
云
干
時
旧

松
前
藩
ノ
侍
医
櫻
井
小
膳
君
唾
毒
評
伝
》
》
ナ
ル
人
ア
リ
京
師
二
遊
学
シ
業
成
リ
テ
帰
ル
ノ
日
中
川
氏
ノ
名
聲
ヲ
間
キ
直
チ
ニ
就
テ
其
術
ヲ

研
摩
シ
而
〆
后
之
ヲ
朋
友
親
戚
ノ
児
女
二
試
ム
果
〆
奏
効
確
実
一
モ
間
然
ス
ル
ナ
ク
終
二
松
前
侯
ノ
間
ク
所
ト
ナ
リ
中
川
氏
〈
小
膳
君
ノ
推

挙
ニ
依
り
該
藩
士
ノ
末
二
列
ス
ル
ノ
栄
ヲ
得
七
十
有
餘
歳
二
〆
没
ス
后
櫻
井
氏
専
ラ
遺
業
ヲ
負
措
シ
以
テ
子
弟
二
伝
フ
ト
云
鳴
呼
櫻
井
君
ノ

如
キ
能
ク
司
命
ノ
職
ヲ
尽
ス
ト
謂
フ
可
キ
ナ
リ
然
リ
而
〆
中
川
氏
タ
ル
ャ
身
漁
業
二
従
事
ス
ル
ノ
人
タ
ル
ヲ
以
テ
想
う
’
一
学
術
ノ
深
浅
識
見

し
た
が
っ
て
白
鳥
雄
蔵
以
外
に
計
十
人
の
み
が
五
郎
治
か
ら
種
痘
を
受
け
た
者
と
し
て
現
在
実
証
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
文
政
年
間
ノ
種
痘
家

在
青
森
菊
地
武
文
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報
告
の
前
半
中
、
中
川
五
郎
治
の
事
蹟
、
例
え
ば
彼
が
暴
風
に
遭
遇
し
た
こ
と
、
帰
国
に
際
し
て
痘
苗
を
携
え
て
来
た
こ
と
、
文
政
七
年

（
一
八
一
西
）
、
天
保
六
年
（
一
八
三
四
）
、
同
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
痘
瘡
が
流
行
し
た
こ
と
、
七
十
余
歳
で
死
亡
し
た
こ
と
な
ど
は
誤
り
か
あ

る
い
は
確
証
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
後
半
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

明
治
十
五
年
当
時
七
十
歳
の
女
性
と
四
十
歳
の
男
性
で
あ
る
か
ら
、
明
治
十
八
年
に
は
各
を
七
十
三
歳
と
四
十
三
歳
で
、
前
述
し
た
小
貫
の

報
告
に
現
わ
れ
た
被
接
種
者
と
は
何
ら
重
複
し
て
い
な
い
。

と
く
に
前
述
し
た
田
中
い
く
は
松
前
福
山
生
ま
れ
で
函
館
市
の
大
町
の
商
家
に
嫁
し
た
人
で
あ
り
、
明
治
十
五
年
当
時
青
森
に
は
寄
留
し
て

い
な
い
か
ら
七
十
三
歳
の
婦
人
は
田
中
い
く
と
は
別
人
で
あ
る
。

四
十
歳
の
男
性
も
明
治
十
八
年
に
は
四
十
三
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
小
貫
の
報
告
中
四
十
三
歳
の
男
性
は
い
な
い
。

菊
地
の
報
告
し
た
二
人
は
、
幼
時
松
前
地
方
で
種
痘
を
受
け
、
偶
々
菊
地
が
調
査
し
た
明
治
十
五
年
当
時
青
森
県
に
寄
留
し
て
い
た
も
の

で
、
小
貫
の
調
査
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
氏
名
、
接
種
年
月
や
寄
留
先
ぎ
に
つ
い
て
の
詳
細
に
つ
い
て
知
ら
れ
る

い

な
い

。

報
告
者
の
菊
地
武
文
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
何
ら
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
青
森
市
で
開
業
し
て
い
た
医
師
で
あ
る
こ
と
は
間
連

ノ
広
狭
恐
ラ
ク
ハ
桑
田
広
瀬
等
諸
大
家
ト
日
ヲ
同
フ
〆
諭
ス
可
ラ
サ
ル
ハ
固
ヨ
リ
ナ
リ
ト
雄
モ
未
開
不
見
ノ
地
二
漂
流
シ
身
心
苦
悩
ノ
間
ニ

ァ
リ
テ
尚
能
ク
精
神
ヲ
姜
二
注
キ
遂
二
無
限
ノ
幸
福
ヲ
人
民
一
一
與
フ
ル
二
於
テ
ハ
其
精
神
ノ
卓
絶
ナ
ル
実
一
一
吾
人
ノ
感
戴
セ
サ
ラ
ン
ト
欲
ス

ト
錐
モ
得
可
ソ
ャ
武
文
現
二
中
川
氏
ノ
施
術
二
罹
ル
モ
ノ
松
前
ノ
人
二
〆
今
青
森
二
寄
留
ス
ル
モ
ノ
ニ
人
ヲ
目
撃
セ
リ
其
一
〈
婦
人
齢
七
十

上
脾
二
於
テ
瘡
痕
ア
リ
其
一
〈
男
子
齢
四
十
上
脾
及
内
股
二
癩
痕
ア
リ
大
抵
松
前
地
方
四
十
歳
以
上
ノ
人
二
〆
種
痘
セ
シ
モ
ノ
ハ
皆
中
川
氏

ノ
施
術
二
罹
リ
四
十
歳
以
下
ノ
人
〈
大
率
櫻
井
氏
ノ
種
接
ナ
リ
ト
是
二
因
テ
之
ヲ
観
ル
ー
中
川
氏
〈
本
邦
種
痘
家
ノ
噴
矢
ト
ナ
ス
モ
差
シ
過

称
二
非
サ
ル
可
シ
惜
哉
松
前
ノ
地
ダ
ル
辺
境
一
一
在
ル
ヲ
以
テ
其
名
隠
滅
世
人
種
痘
家
ノ
履
歴
ヲ
談
ス
ル
モ
終
二
中
川
氏
一
一
及
ハ
サ
ル
ヲ
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月
不
詳
）
の
二
人
が
い
た
と
い

な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
な
い
の
は
洵
に
残
念
で
あ
る
。

な
お
十
五
年
当
時
四
十
歳
以
上
の
人
は
中
川
五
郎
治
に
、
そ
れ
以
下
の
人
達
は
桜
井
小
膳
に
種
痘
を
受
け
た
と
い
う
伝
聞
は
、
五
郎
治
が
い

つ
ま
で
種
痘
を
実
施
し
た
か
推
定
す
る
好
個
の
材
料
で
も
あ
る
。

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
数
え
で
四
十
歳
と
す
れ
ば
、
天
保
十
四
年
二
八
四
三
）
の
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
明

和
五
年
（
一
七
六
八
）
生
ま
れ
で
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
九
月
に
死
亡
し
た
五
郎
治
は
、
も
し
四
十
歳
の
男
性
が
二
歳
の
時
に
種
痘
を
受
け

た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
天
保
十
五
年
（
一
八
四
五
）
に
な
り
、
五
郎
治
は
死
の
数
年
前
ま
で
種
痘
を
続
け
た
こ
と
に
な
る
。

菊
地
の
報
告
の
中
で
、
興
味
を
ひ
く
も
う
一
つ
の
点
は
、
種
痘
部
位
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。

七
十
歳
の
女
性
は
上
脾
に
、
四
十
歳
の
男
性
は
上
陣
と
内
股
に
種
痘
さ
れ
て
い
る
が
、
左
右
の
別
の
記
載
は
な
い
。

（
池
）筆

者
が
秋
田
で
発
見
し
た
中
川
五
郎
治
の
種
痘
を
伝
え
る
「
白
鳥
雄
蔵
種
痘
書
」
に
よ
れ
ば
、
男
は
左
、
女
は
右
の
上
腕
に
接
種
す
る
と
い
う
。

こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
七
十
歳
の
女
性
は
、
左
上
腕
に
、
四
十
歳
の
男
性
は
左
の
上
腕
に
種
痘
の
痕
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
従
来
五
郎
治
の

種
痘
に
言
及
し
た
論
文
で
接
種
部
位
と
し
て
の
内
股
を
伝
え
た
も
の
は
な
い
。
こ
れ
は
右
上
腕
の
接
種
に
よ
っ
て
も
善
感
せ
ず
、
改
め
て
部
位

を
変
え
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
男
性
で
あ
る
た
め
、
右
上
腕
に
行
わ
ず
内
股
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

上
脾
は
常
識
的
で
あ
る
が
、
内
股
に
つ
い
て
は
、
従
来
余
り
例
を
見
な
い
。

（
４
）

も
っ
と
も
五
郎
治
か
ら
種
痘
を
受
け
た
白
鳥
雄
蔵
は
、
両
肘
に
種
痘
痕
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
男
は
左
上
腕
、
女

（
３
）関

場
不
二
彦
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
年
当
時
の
調
査
で
は
元
家
老
新
井
田
等
夫
人
（
天
保
初
年
種
痘
）
と
元
町
奉
行
飛
内
策
馬
夫
人
（
種
痘
年

不
詳
）
の
二
人
が
い
た
と
い
う
が
、
こ
の
二
人
と
青
森
県
在
住
の
二
人
と
は
異
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
。
す
く
な
く
と
も
四
十
歳
の
男
性
は
異

３
種
痘
の
部
位

（39）39



青
森
在
住
の
菊
地
武
文
が
、
明
治
十
五
年
当
時
、
青
森
県
内
在
住
し
、
幕
末
に
中
川
五
郎
治
か
ら
松
前
で
種
痘
を
受
け
た
二
人
の
人
物
を
目

撃
し
て
い
る
事
実
が
判
明
し
た
。
こ
の
二
人
を
加
え
る
と
中
川
五
郎
治
の
種
痘
の
実
証
を
示
す
人
数
は
計
十
二
と
な
っ
た
。

中
川
五
郎
治
の
伝
え
た
北
方
系
の
種
痘
法
に
つ
い
て
は
、
未
だ
詳
か
で
な
い
点
が
多
い
が
、
さ
ら
に
こ
の
方
面
で
の
研
究
の
進
展
が
望
ま
れ

〉
（
》
。

は
右
上
腕
と
す
る
の
は
あ
く
ま
で
も
一
応
の
目
安
で
あ
り
、
事
情
に
よ
っ
て
は
適
宜
部
位
を
変
え
て
施
術
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
阿
部
龍
夫
中
川
五
郎
治
と
種
病

（
２
）
阿
部
龍
夫
函
館
の
医
学
と
醤
人

（
３
）
関
場
不
二
彦
中
川
五
郎
治
が
種

（
４
）
中
野
操
牛
痘
日
本
移
入
史
考

（
５
）
浦
上
五
六
愛
の
種
痘
医
日
本

（
６
）
高
橋
信
吉
蝦
夷
痘
徽
史
考
南

（
７
）
河
野
常
吉
本
邦
種
痘
の
鼻
祖
中

（
８
）
松
木
明
知
津
軽
の
医
史
津
軽

（
９
）
松
木
明
知
北
海
道
の
医
史
津

（
、
）
松
木
明
知
続
津
軽
の
医
史
津

（
、
）
松
木
明
知
青
森
県
の
医
史
津

（
⑫
）
松
木
明
知
医
学
史
雑
考
津
軽

（
過
）
三
宅
春
令
補
憾
録
嘉
永
六
年

（
皿
）
菊
地
武
文
文
政
年
間
ノ
種
痘
家

４
お
わ
り
に

文
献

阿
部
龍
夫
中
川
五
郎
治
と
種
痘
伝
来
無
風
帯
社
昭
和
十
八
年

阿
部
龍
夫
函
館
の
医
学
と
醤
人
無
風
帯
社
昭
和
二
十
八
年

関
場
不
二
彦
中
川
五
郎
治
が
種
痘
事
蹟
附
載
蝦
夷
概
略
北
海
医
報
六
十
五
号
大
正
十
四
年
十
二
月

中
野
操
牛
痘
日
本
移
入
史
考
（
上
・
中
・
下
）
日
本
医
事
新
報
八
一
六
’
八
号
昭
和
十
三
年
四
月
’
五
月

浦
上
五
六
愛
の
種
痘
医
日
本
天
然
痘
物
語
恒
和
出
版
一
九
八
○
年

高
橋
信
吉
蝦
夷
痘
徽
史
考
南
江
堂
昭
和
十
一
年

河
野
常
吉
本
邦
種
痘
の
鼻
祖
中
川
五
郎
治
北
海
医
報
六
十
四
号
大
正
十
四
年

松
木
明
知
津
軽
の
医
史
津
軽
書
房
昭
和
四
十
六
年

松
木
明
知
北
海
道
の
医
史
津
軽
書
房
昭
和
四
十
八
年

松
木
明
知
続
津
軽
の
医
史
津
軽
書
房
昭
和
五
十
年

松
木
明
知
青
森
県
の
医
史
津
軽
書
房
昭
和
五
十
五
年

松
木
明
知
医
学
史
雑
考
津
軽
書
房
昭
和
五
十
六
年

東
京
医
事
新
誌
二
二
七
号
明
治
十
五
年
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StudiesonG.Nakagawa'sVaccination

-NewevidenceofNakagawa'sVaccination-

by

AkitomoMATSUKI

G.Nakagawa'smethodofvaccination,broughtintoJapanthroughSivcria,wassubstantiatcdby

onlytenpeopleincludingYdzoShiratoriwhohadreceivedtheJennerianvaccinationbyG.Nakagawa.
､

RecentlytheauthorfbundanimportantarticlewrittenbyDr.T.KikuchiofAomoriinl882which

statedthatDr.Kikuchi,nettwopeoplewhohadbeenvaccinatedbyNakagawaintheMatsumae

district.Onewasa70-vear-oldwomanandtheotherwasa40-vear-oldman.
ご ‘

ItisunfbrtunatethattheirnamesandthedetailsofNakagawa'svaccinationsuchasthedateof

vaccinationarestilluncleartous.
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寺
）
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